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Ⅰ. 地域の実情に応じた地域福祉の推進
　１）小規模多機能支援拠点の整備と機能強化
　２）高知版地域包括ケアシステムの構築
　３）総合的な認知症施策の推進
　４）高知版ネウボラの推進
　５）誰もが安心して暮らせる地域づくり
　　　（地域共生社会の実現に向けて）
　６）防災･減災対策と地域福祉活動との一体的
　　　な推進

Ⅱ．地域福祉を推進する基盤の確保
　７）中山間地域の集落機能の維持と支
　　　え合い活動
　８）福祉を支える担い手の確保・育成
　９）利用者の視点に立った福祉サービス
　　　の質の向上・尊厳の確保
　10）地域福祉アクションプランの推進
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○　時間の経過とともに状況の変わる地域特有の課題や、地域福祉を取り巻く環境の変化に柔軟
に対応し、地域福祉アクションプランを実効性のある計画にするためには、進行管理等を含む評
価体制を明確にしたうえで、計画の進捗状況を定期的に点検し、必要に応じて見直しをするなど、
ＰＤＣＡサイクルの体制づくりが必要です。

○　県では、各市町村の地域福祉アクションプランがＰＤＣＡサイクルを通じた進捗管理により
着実に見直しが行われ、地域の実情に応じた計画へと改定されるよう、高知県社会福祉協議会と
連携し、市町村及び市町村社会福祉協議会とともに取り組みを進めていきます。



【取り組みの主なポイント】
○　認知症に関する知識の普及啓発を図ります。
○　認知症の早期診断や早期支援体制の充実を図ります。
○　地域で安心して生活できる支援体制の充実を図ります。
　《主な数値目標》
・認知症サポーター養成数　（R元12月末）60,690人→（R5）80,000人
・認知症カフェ （R元 12月末）24市町村→（R5）全市町村
・認知症サポート医（R元）103人 →（R5）150人
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【取り組みの主なポイント】
　市町村において、「相談支援」、「参加支援」及び「地域づくり」の３つの支援が一体的に実
施できるよう、包括的な支援体制（庁内連携体制の強化、地域力の強化と包括的な支援体制）
の構築を支援します。
○　市町村において、複合化・複雑化した課題に的確に対応し、制度ごとの相談支援機関を
円滑にコーディネートする相談支援包括化推進員の設置による包括的支援体制づくりが進む
よう、高知県社会福祉協議会と連携し、地域支援に関わるコーディネーターの育成を進めます。
○　地域で様々な課題を抱える人やその世帯が、社会から孤立することなく、福祉サービス
や必要な支援を受けることができる仕組みをつくります。
○　ひきこもりの人の実態を把握するとともに、相談支援の強化をはじめ、居場所の確保や
社会参加に向けた支援の強化などの取り組みを推進します。

　《主な数値目標》
包括的な支援体制を構築している市町村数　（R5) 全ての市町村
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